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和歌山市北部にある中江病院は、192床（一般

病棟 85床、地域包括ケア病棟 49床、回復期リハ

ビリテーション病棟 58 床）の地域密着型病院 

です。「慈愛と進歩」の病院理念に基づき、安全

且つ最善の医療・介護を行うことを基本方針に掲

げています。 

 

当院の医療安全管理体制は、医師を委員長とし、看護師、薬剤師、放射線技師、理学

療法士、管理栄養士、事務職の多職種から構成されています。 

活動内容として、医療安全に対する職員の意識や知識・技術の向上の為、コメディカル

や外部委託職員を含めた全職員への院内研修を年２回行っています。また、新人や中途

入職者においても入職時のオリエンテーション等で医療安全の大切さを伝えています。 

そして日々のインシデント・アクシデントレポートの内容確認と分析、改善対策を検討

しています。 

院内におけるインシデント・アクシデン

トの発生率は看護部が全体の 85％を占めて

おり、次にリハビリセンター、薬剤部、栄養

部、医事課、医局、管理事務、地域連携室、

検査部、放射線科の順になっています。ま

た、発生内容としては転倒・転落が 37％、

薬剤関係が 23％、自己抜去等が 14％になり

ます。転倒・転落の内訳として自己にてベッ

ド柵を外し、ベッドから降りようとして転

倒することが多く、次いで車椅子使用時、ADL

が自立していない患者の自力歩行時の転倒が

全体の 74％にあたります。当院では入院患者の 

約 9割が高齢者（65歳以上）であり、

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以

上の対象者も約半数を占めています。

そのような状況の中で、転倒・転落件

数を少しでも減少出来るよう、認知

症症状の悪化を防止するため、普段

使用している身の回りの物を持参し

てもらったり、カレンダーを設置す

る等行い、入院前の生活環境に近づ

け、ベッド周囲環境を整えています
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また転倒予防として自立度Ⅲ以上の患者を

対象に週２回、ADLや転倒リスクを評価し、

センサー使用対象となるかカンファレンス

を行います。センサー使用に関しての評価

基準は転倒アセスメントにて危険度Ⅱ以上

を対象にしています。しかし院内には全対

象者に使用できる台数の確保は出来ておら

ず、転倒の既往がある患者や認知症患者に

対して優先されています。対象患者にすべ

て使用出来ていないが、前年度の転倒・転落

患者の約 43％がセンサー使用患者であり、実際使用していてもセンサーが OFF になっ

ており人的ミスで転倒したケースもあった為、処置一覧表にセンサー使用の有無を記載

し、訪室時センサーチェック ON/OFFの確認を行うことにしました。 

院内にあるセンサーの種類は、体動コールうーご君（25台）・床センサー（7台）・離床

タッチセンサー（3台）・起き上がりセンサー（2台）・赤外線センサー（3台）・離床キ

ャッチ（4台）・マルチコール（2台）等です。センサー使用患者には使用中のセンサー

が適切であるか週 1 回病棟内で多職種を交え話し合っており、患者の活動状況に合わ

せ、センサーを複数台使用している場合もあります。 

 

常に病院職員が、患者の安全・安心を考えながら行動できるよう働きかけることも医

療安全管理者の重要な役割だと思っています。 

部署別レポート報告件数において、医師やコメディカルの報告件数が 5％を下回って

いることは上記のグラフで一目瞭然です。この結果をもとに、今後の医療安全対策への

取り組みとして、看護部以外の報告書提出を今以上に促していかなけらればならないと

感じています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

院内全職員対象医療安全研修 
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